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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
四
十
九
号
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
三
月
呉
昌
碩
と
長
尾
雨
山
の
上
海
愛
而
近
路
の
旧
居
に
つ
い
て
松
村
茂
樹
キー
ワ
ー
ド
呉
昌
碩
、
長
尾
雨
山
、
上
海
愛
而
近
路
の
旧
居
、
現
地
踏
査
、
近
代
日
中
文
化
交
流
は
じ
め
に
詩
書
画
印
四
絶
を
以
て
「
中
国
最
後
の
文
人
」
と
称
せ
ら
れ
る
呉
昌
碩
（
一
八
四
四
―
一
九
二
七
）
と
、
日
本
の
漢
学
者
で
「
書
画
文
墨
趣
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
―
一
九
四
二
）
は
、
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
、
共
に
上
海
の
愛
而
近
エ
ル
ジ
ン
路
（
現
在
の
安
慶
路
）
に
住
む
、
隣
人
関
係
に
あ
っ
た
。
た
だ
、
両
人
の
住
居
の
具
体
的
な
場
所
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
今
回
、
筆
者
は
、
現
地
踏
査
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
場
所
を
ほ
ぼ
特
定
し
、
旧
居
の
写
真
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
経
緯
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
近
代
日
中
文
化
交
流
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
両
人
の
関
係
の
基
盤
に
光
を
当
て
得
る
で
あ
ろ
う
。
一
、
呉
昌
碩
の
愛
而
近
路
旧
居
呉
昌
碩
が
、
蘇
州
か
ら
上
海
に
移
居
し
た
の
は
、
一
九
一
一
年
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
呉
長
編
「
呉
昌
碩
先
生
年
譜
」
（
呉
長
著
河
内
利
治
・
北
川
博
邦
訳
『
わ
が
祖
父
呉
昌
碩
』
一
九
一
〇
、
三
、
二
〇
東
方
書
店
所
収
）
「
一
九
一
一
（
宣
統
三
年
辛
亥
）
六
十
八
歳
」
の
項
に
、
こ
の
年
夏
、
上
海
の
呉
淞
に
家
を
移
し
、
し
ば
ら
く
借
家
住
ま
い
を
し
た
。
と
あ
る
。
呉
淞
に
行
っ
た
の
は
、
四
男
の
呉
邁
（
字
は
東
邁
）
が
呉
淞
で
官
職
を
得
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
栗
原
蘆
水
編
集
発
行
『
呉
昌
碩
尺
牘
集
』（
二
〇
〇
七
、
九
、
二
六
）
は
、
呉
昌
碩
が
友
人
の
沈
石
友
に
宛
て
た
尺
牘
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
15」
に
、
再
邁
児
得
呉
淞
貨
捐
分
局
差
、
今
日
至
差
。
〔
そ
れ
か
ら
息
子
の
邁
が
呉
淞
貨
捐
分
局
の
職
を
得
、
今
日
職
に
就
き
ま
す
。〕
と
い
う
一
節
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
『
呉
昌
碩
尺
牘
集
』
の
「
43・
44・
45」
に
、
弟
於
初
七
日
為
邁
児
往
呉
淞
住
数
日
（
内
子
赴
安
吉
）
、
風
声
畳
々
、
又
同
至
滬
上
、
始
住
後
馬
路
謙
泰
桟
、
因
該
桟
有
人
満
之
患
、
再
移
居
愛
而
近
路
均
益
里
十
号
門
牌
。
以
後
書
札
寄
愛
而
可
也
。
〔
私
は
初
旬
七
日
に
息
子
の
邁
に
連
れ
ら
れ
て
呉
淞
に
数
日
住
み
ま
し
た
が
（
妻
は
安
吉
に
行
き
ま
し
た
）、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
ま
た
共
に
上
海
に
行
き
、
呉
昌
碩
と
長
尾
雨
山
の
上
海
愛
而
近
路
の
旧
居
に
つ
い
て
―1―（199）
1、
愛
而
近
路
に
移
居
し
た
経
緯
や
っ
と
後
馬
路
の
謙
泰
桟
に
住
み
ま
し
た
が
、
こ
の
旅
館
は
人
が
多
す
ぎ
る
憂
が
あ
り
、
さ
ら
に
愛
而
近
路
均
益
里
十
号
門
牌
に
移
居
し
ま
し
た
（
「
」
は
圏
点
）
。
以
後
、
手
紙
は
愛
而
（
近
路
）
に
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。〕
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
呉
昌
碩
が
「
愛
而
近
路
均
益
里
十
号
門
牌
」
に
移
居
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
尺
牘
に
は
、
「
廿
五
日
」
と
い
う
日
付
の
み
あ
り
、
年
月
が
わ
か
ら
な
い
が
、
前
出
呉
長
編
「
呉
昌
碩
先
生
年
譜
」
に
、
一
九
一
一
年
の
夏
に
呉
淞
に
家
を
移
し
た
と
あ
る
の
で
、
愛
而
近
路
に
は
そ
の
少
し
後
に
や
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
年
譜
に
、
一
九
一
三
年
、
「
王
一
亭
の
紹
介
に
よ
り
、
北
山
西
路
吉
慶
里
九
二
三
号
に
遷
っ
た
」
と
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
謙
泰
桟
は
、
中
根
鴻
編
輯
『
華
日
人
名
録
』
（
一
九
二
六
、
八
、
二
四
華
日
協
会
）
に
よ
る
と
、
「
天
津
路
八
四
号
（
山
西
路
即
盆
湯
東
）
」
に
あ
っ
た
客
桟
（
旅
館
）
で
、
天
津
路
は
俗
に
後
馬
路
と
称
さ
れ
て
い
た
。
日
本
の
漢
学
者
・
高
瀬
惺
軒
（
一
八
六
九
―
一
九
五
〇
）
が
「
支
那
遊
記
」
（
十
五
）
一
九
一
三
年
九
月
十
九
日
の
項
（『
書
論
』
第
二
五
号
一
九
八
九
、
七
、
三
〇
書
論
編
集
室
所
収
）
に
、
呉
昌
碩
の
住
所
を
「
愛
而
近
均
益
里
第
五
弄
」
と
記
し
て
お
り
、
同
「
支
那
遊
記
」
（
十
六
）
同
九
月
二
十
四
日
の
項
（
同
第
二
十
七
号
一
九
九
一
、
一
二
、
二
五
同
所
収
）
で
も
「
愛
而
近
路
な
る
呉
倉
石
（
呉
昌
碩
の
別
字
）
氏
」
を
実
際
に
訪
ね
て
い
る
。
前
記
呉
昌
碩
の
い
う
「
愛
而
近
路
均
益
里
十
号
門
牌
」
と
、
こ
の
住
所
表
記
を
総
合
す
る
と
、
呉
昌
碩
は
、
愛
而
近
路
均
益
里
第
五
弄
十
号
門
牌
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
、
民
国
二
八
（
一
九
三
九
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
詳
細
な
地
図
を
復
刻
し
て
い
る
呉
健
煕
編
『
老
上
海
百
業
指
南
道
路
機
構
廠
商
住
宅
分
布
図
』（
二
〇
〇
四
、
五
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
）
所
収
地
図
で
愛
而
近
路
（
安
慶
路
）
均
益
里
を
見
て
も
、
第
五
弄
十
号
門
牌
を
特
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
お
そ
ら
く
は
、
呉
昌
碩
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
一
九
一
一
年
～
一
九
一
三
年
頃
と
は
住
居
表
示
が
違
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
一
九
一
四
年
に
出
さ
れ
た
女
子
新
劇
教
育
団
の
広
告
に
、
「
設
立
於
愛
而
近
路
均
益
里
第
二
弄
第
一
百
廿
九
号
門
牌
内
」
と
い
う
住
所
表
記
が
あ
る
（
１
）と
い
う
が
、
「
一
百
廿
九
号
門
牌
」
と
い
う
三
桁
の
門
牌
号
は
、『
老
上
海
百
業
指
南
道
路
機
構
廠
商
住
宅
分
布
図
』
所
収
地
図
に
は
見
ら
れ
ず
、
均
益
里
の
住
所
表
記
は
、
一
九
三
九
年
の
頃
に
は
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
、
均
益
里
は
、
大
き
く
南
の
愛
而
近
路
（
安
慶
路
）
に
面
し
た
側
と
北
の
天
目
路
に
面
し
た
側
の
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
呉
昌
碩
は
、
南
側
に
住
ん
で
い
―2― （200）
2、
愛
而
近
路
均
益
里
第
五
弄
十
号
門
牌
の
旧
居
現
状
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
八
月
一
二
日
お
よ
び
同
年
一
一
月
一
八
日
と
一
九
日
に
現
地
踏
査
し
た
際
に
、
そ
の
南
側
の
家
屋
を
撮
影
し
た
写
真
を
掲
げ
て
お
く
。
ま
た
、
同
年
一
一
月
二
七
日
に
、
筆
者
の
ゼ
ミ
の
卒
業
生
で
、
上
海
勤
務
を
さ
れ
て
い
る
鈴
木
深
雪
さ
ん
が
撮
影
し
て
く
れ
た
写
真
も
合
わ
せ
て
掲
げ
て
お
く
。
二
、
長
尾
雨
山
の
愛
而
近
路
旧
居
長
尾
雨
山
は
、
一
九
〇
三
年
一
二
月
一
日
、
商
務
印
書
館
編
訳
所
で
教
科
書
編
纂
に
携
わ
る
た
め
、
神
戸
よ
り
上
海
に
出
発
し
た
。
雨
山
の
上
海
行
は
、
教
科
書
疑
獄
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
無
実
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
が
立
証
さ
れ
ず
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
の
職
を
失
っ
た
た
め
で
、
失
意
の
中
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
２
）。
た
だ
、
雨
山
は
、
こ
の
上
海
移
住
を
契
機
に
、
当
時
、
上
海
に
流
寓
し
て
い
た
中
国
文
人
た
ち
と
交
流
し
、
自
ら
詩
会
を
主
催
す
る
な
ど
し
て
大
い
に
活
躍
す
る
（
３
）。
そ
う
い
っ
た
活
動
の
中
で
、
呉
昌
碩
と
知
り
合
い
、
終
生
の
交
わ
り
を
結
ん
だ
。
さ
て
、
上
海
に
や
っ
て
来
た
雨
山
は
、
ま
ず
、
愛
而
近
路
二
号
に
住
み
、
一
九
一
三
年
四
月
一
五
日
の
時
点
で
は
、
北
四
川
路
赫
林
里
三
号
に
転
居
し
て
い
る
こ
と
が
、
友
人
で
美
術
家
の
岡
倉
天
心
（
一
八
六
三
―
一
九
一
三
）
よ
り
の
書
簡
（
４
）、
お
よ
び
高
瀬
惺
軒
「
支
那
遊
記
」（
五
）
一
九
一
三
年
四
月
一
五
日
の
項
（『
書
論
』
第
一
四
号
一
九
七
九
、
五
、
三
一
書
論
編
集
室
所
収
（
５
））
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
杉
村
邦
彦
「
上
海
に
長
尾
雨
山
の
足
跡
を
訪
ね
て
」（
一
九
五
五
初
出
杉
村
邦
彦
『
墨
林
談
叢
』
一
九
九
八
、
四
、
一
〇
柳
原
書
店
所
収
）
は
、
北
四
川
路
赫
林
里
三
号
の
旧
居
を
現
地
踏
査
し
た
貴
重
な
記
録
で
あ
る
が
、
愛
而
近
路
二
号
の
方
は
、
「
残
念
な
が
ら
探
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
あ
る
。
筆
者
は
今
回
、
そ
の
愛
而
近
路
二
号
の
旧
居
を
ほ
ぼ
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
以
下
に
紹
介
し
よ
う
。
愛
而
近
路
、
つ
ま
り
現
在
の
安
慶
路
は
、
河
南
北
路
を
起
点
に
、
浙
江
北
路
ま
で
東
か
ら
西
に
走
っ
て
い
る
が
、
起
点
が
二
五
三
号
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
断
頭
路
と
呼
ば
れ
る
開
頭
部
が
途
切
れ
て
い
る
街
路
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
起
点
で
あ
る
河
南
北
路
か
ら
さ
ら
に
東
に
目
を
転
じ
る
と
、
住
宅
密
集
地
を
挟
ん
で
、
安
慶
東
路
と
い
う
街
路
が
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
呉
昌
碩
と
長
尾
雨
山
の
上
海
愛
而
近
路
の
旧
居
に
つ
い
て
―3―（201）
1、
愛
而
近
路
に
移
居
し
た
経
緯
2、
愛
而
近
路
二
号
の
旧
居
現
状
安
慶
東
路
も
東
は
八
〇
号
、
西
は
一
二
二
号
で
途
切
れ
て
お
り
、
一
号
、
二
号
と
い
っ
た
地
点
が
見
当
た
ら
な
い
。
今
、
前
出
『
老
上
海
百
業
指
南
道
路
機
構
廠
商
住
宅
分
布
図
』
に
よ
っ
て
、
一
九
三
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
詳
細
な
地
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
時
も
上
記
の
状
況
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
現
在
の
安
慶
東
路
も
安
慶
路
と
表
記
さ
れ
、
東
は
六
八
号
、
西
は
一
二
二
号
で
途
切
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
雨
山
が
こ
こ
に
住
ん
だ
の
は
一
九
一
三
年
ま
で
で
あ
っ
て
、
そ
の
当
時
の
住
居
表
記
が
同
じ
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
（
呉
昌
碩
が
住
ん
で
い
た
均
益
里
の
住
居
表
記
が
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
）
。
た
だ
、
一
九
二
九
年
一
一
月
に
中
華
書
局
よ
り
発
行
さ
れ
た
葛
在
綏
編
『
袖
珍
最
新
上
海
地
図
』
二
版
で
愛
而
近
路
を
見
る
と
、
点
線
で
東
側
の
四
川
北
路
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
雨
山
が
住
ん
だ
二
号
が
あ
っ
た
安
慶
路
の
開
頭
部
は
、
も
っ
と
東
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
実
は
、
雨
山
が
住
ん
で
い
た
愛
而
近
路
二
号
に
は
学
校
が
あ
っ
た
。
『
時
事
新
報
』
の
副
刊
『
学
燈
』
民
国
一
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月
二
〇
日
号
に
、
「
国
語
専
門
学
校
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
あ
り
、
そ
こ
に
、
美
界
愛
而
近
路
二
号
尚
賢
英
文
商
業
中
学
内
之
上
海
国
語
専
門
学
校
〔
ア
メ
リ
カ
租
界
愛
而
近
路
二
号
の
尚
賢
英
文
商
業
中
学
内
の
上
海
国
語
専
門
学
校
〕
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
は
、
尚
賢
英
文
商
業
中
学
が
あ
り
、
こ
の
中
学
内
に
は
上
海
国
語
専
門
学
校
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
前
出
『
老
上
海
百
業
指
南
道
路
機
構
廠
商
住
宅
分
布
図
』
所
収
の
地
図
で
、
安
慶
路
の
東
の
延
長
線
上
を
見
る
と
、「
新
人
小
学
海
浜
中
学
」
が
あ
り
、
周
囲
に
は
こ
れ
以
外
に
学
校
ら
し
き
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
地
図
は
一
九
三
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
出
『
学
燈
』
の
記
事
が
書
か
れ
た
一
九
二
三
年
当
時
は
、
こ
の
「
新
人
小
学
海
浜
中
学
」
の
場
所
に
尚
賢
英
文
商
業
中
学
お
よ
び
上
海
国
語
専
門
学
校
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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さ
す
れ
ば
、
こ
の
「
新
人
小
学
海
浜
中
学
」
の
場
所
こ
そ
が
愛
而
近
路
二
号
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
八
日
と
一
九
日
に
、
こ
の
地
を
現
地
踏
査
し
た
が
、
そ
の
際
、
近
隣
の
公
益
坊
に
お
住
い
の
バ
イ
オ
リ
ン
制
作
家
・
周
暁
山
氏
の
知
遇
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
周
氏
は
、
友
人
の
上
海
石
庫
門
文
化
研
究
中
心
専
家
委
員
会
専
家
・
婁
承
浩
氏
を
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
。
婁
氏
は
、
こ
の
地
に
長
く
お
住
い
の
七
十
三
歳
で
、
石
庫
門
と
呼
ば
れ
る
上
海
の
伝
統
的
住
宅
研
究
の
専
門
家
で
あ
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
婁
氏
に
上
記
の
考
証
を
示
し
、
そ
の
是
非
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
婁
氏
も
「
そ
う
で
あ
ろ
う
」
と
言
い
、
同
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
あ
た
り
は
、
当
時
、
上
海
在
留
日
本
人
の
住
居
が
集
中
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
実
は
、
こ
の
「
新
人
小
学
海
浜
中
学
」
の
場
所
に
は
、
今
も
旧
校
舎
が
残
っ
て
い
る
。
周
氏
に
よ
る
と
、
ご
自
身
が
生
ま
れ
た
一
九
五
四
年
以
降
二
〇
〇
五
年
ぐ
ら
い
ま
で
、
こ
こ
に
は
武
進
路
第
二
小
学
が
あ
り
、
現
在
の
住
所
表
記
は
、
上
海
市
虹
口
区
武
進
路
三
九
三
弄
一
二
号
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
旧
校
舎
は
、
現
在
、
虹
口
区
一
八
街
坊
房
屋
徴
収
指
揮
部
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
あ
た
り
の
再
開
発
を
推
進
す
る
部
署
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
雨
山
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
出
『
老
上
海
百
業
指
南
道
路
機
構
廠
商
住
宅
分
布
図
』
所
収
の
地
図
を
見
る
と
、
「
新
人
小
学
海
浜
中
学
」
を
「
コ
」
の
字
に
取
り
囲
む
よ
う
に
操
場
（
運
動
場
）
が
あ
り
、
校
舎
の
南
側
、
操
場
の
西
側
に
長
方
形
の
場
所
が
あ
る
が
、
地
図
に
は
注
記
が
な
い
。
実
は
、
そ
こ
に
行
っ
て
見
る
と
、
長
方
形
の
家
屋
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
雨
山
が
住
ん
で
い
た
愛
而
近
路
二
号
の
家
に
違
い
な
い
。
呉
昌
碩
と
長
尾
雨
山
の
上
海
愛
而
近
路
の
旧
居
に
つ
い
て
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こ
の
家
屋
の
西
側
は
、
住
宅
が
全
て
取
り
壊
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
家
屋
も
取
り
壊
し
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
間
一
髪
間
に
合
い
、
写
真
撮
影
が
で
き
た
こ
と
は
僥
倖
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
西
側
の
住
宅
が
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
現
在
の
安
慶
東
路
か
ら
こ
の
家
屋
が
見
え
る
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
延
長
線
上
の
北
側
に
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
安
慶
路
は
、
前
出
『
老
上
海
百
業
指
南
道
路
機
構
廠
商
住
宅
分
布
図
』
所
収
の
地
図
で
も
、
そ
し
て
現
在
で
も
、
北
側
が
双
号
（
偶
数
番
号
）
、
南
側
が
単
号
（
奇
数
番
号
）
と
な
っ
て
お
り
、
愛
而
近
路
二
号
で
あ
ろ
う
、
こ
の
家
屋
の
向
か
い
、
つ
ま
り
南
側
は
、
愛
而
近
路
一
号
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
愛
而
近
路
一
号
に
、
雨
山
と
同
じ
く
商
務
印
書
館
に
勤
め
、
技
師
長
を
し
て
い
た
木
本
勝
太
郎
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
梅
若
実
日
記
刊
行
会
編
『
梅
若
実
日
記
』
第
七
巻
（
二
〇
〇
三
、
一
二
八
木
書
店
）「
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
四
月
二
日
」
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
（
６
）。
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
あ
た
り
は
、
商
務
印
書
館
関
係
の
住
宅
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
地
踏
査
の
際
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
つ
つ
、「
新
人
小
学
海
浜
中
学
」
が
あ
っ
た
旧
校
舎
か
ら
、
公
益
坊
の
路
地
を
東
に
向
か
い
、
四
川
北
路
に
出
る
と
、
商
務
印
書
館
虹
口
分
店
旧
址
（
今
は
新
華
書
店
に
な
っ
て
い
る
）
が
あ
り
、
そ
の
意
を
強
く
し
た
。
お
わ
り
に
雨
山
が
、
呉
昌
碩
刻
印
八
顆
を
押
し
、
識
語
を
付
し
て
友
人
の
篆
刻
家
・
園
田
湖
城
に
与
え
た
一
紙
（
７
）の
識
語
に
、
缶
翁
屏
跡
海
上
、
与
甲
寓
隣
、
日
夕
過
従
。
為
甲
刻
印
及
十
余
章
、
今
拓
贈
湖
城
至
契
雅
鑑
。
長
尾
甲
。
〔
缶
翁
（
呉
昌
碩
）
は
海
上
（
上
海
）
に
隠
棲
し
て
お
り
、
甲
（
雨
山
の
名
）
と
隣
り
合
っ
て
寓
居
し
て
い
た
の
で
、
朝
に
夕
に
交
際
し
た
も
の
だ
。
甲
の
た
め
に
印
を
刻
す
る
こ
と
十
余
章
に
及
ん
だ
が
、
今
、
鈐
印
し
て
湖
城
至
契
（
親
友
）
に
贈
り
、
お
目
に
か
け
る
こ
と
に
す
る
。
長
尾
甲
。〕
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
愛
而
近
路
時
代
の
呉
昌
碩
と
の
関
係
を
「
寓
隣
」
と
述
べ
て
い
る
た
め
、
極
め
て
近
く
に
住
ん
で
い
た
よ
う
に
筆
者
な
ど
は
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
長
尾
雨
山
の
愛
而
近
路
二
号
の
住
居
か
ら
、
呉
昌
碩
の
愛
而
近
路
均
益
里
第
五
弄
十
号
門
牌
の
寓
居
ま
で
は
、
一
定
の
距
離
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
現
在
は
、
こ
の
二
地
点
は
、
直
線
的
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
当
時
、
仮
に
住
居
の
間
の
路
地
を
縫
っ
て
直
線
的
に
歩
い
て
行
け
た
と
し
て
も
、
十
分
程
度
は
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。
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雨
山
は
、
朝
に
夕
に
こ
の
道
を
通
り
、
呉
昌
碩
を
訪
ね
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
回
、
再
開
発
が
進
む
中
、
当
時
の
面
影
を
か
ろ
う
じ
て
残
す
街
並
み
を
、
雨
山
と
呉
昌
碩
の
交
誼
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
筆
者
も
歩
け
た
こ
と
は
何
と
も
幸
い
で
あ
っ
た
。注
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